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1.はじめに
本研究は、 着彩 した磁器土の積層による縞模様を造形
に取り 込むことを試みた研究である。模様と形が密接に
繋がる煉り込みを研究し制作してきたが、器を水平に分
割した ドーナツ状の形態を原型にそれぞれ石膏型を作り、
鋳込んだ生地を積み重ねて明快に分かれたラインと色彩
を見せていた。 その成果を元にさらに発展させ、この技
法でしか出来ない作品を目指し、 水平方向の分割で、は効
果が平凡に見えて しまう場合もあったため、立体を水平
ではなく 垂直に分割し別々の色彩を持たせ再び構成した
器を制作することにした。
2.図面のデータ化
石膏で形にする前に市IJ作過程を整理しておくためにシ
ミュ レーションとして、 30ソフト Shad巴によ り器の中に
膨らんだ空間を持たせた回転体をデータに置き換えた。
（図 1 ) 
この立体と地面に垂直な面が交差した面をレンダ リ ン
グし、断面形状を確認した。 そうすることで、外側と内
側をつなぐ幅が一定でなく、交差する面の角度によって
太い部分と細い部分が出てくることを正確に把握できた。
（図 2 ） 頭の中でのイメージだけでは判断できなかった
形を視覚化できたこ とで、実際に石膏で原型を作る時の
指標と なった。 またShadeデータは色彩の組み合わせの
効果を考えたりする場合にも活用した。
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図2 断面をレンダリングした画像
3.成形
均等な厚みを持った断面の形を原型に使用型を作った。
対称、形である回転体なので右半分の型だけで、 2 回鋳込
むこと に より全体の形が出来上がる。鋳込んだパーツは
乾燥しない柔らかいうちに泥紫で積み重ねていくが、水
平方向で積み重ねる時は重力により密着するのと違い、
垂直方向でくっつける時は乾燥、焼成により縮む際に接
着面が離れやすいので、生地を接着させるタイミングや
ゆっくり乾かす等の注意を払っ た。
真っす ぐなラインを出すために石膏型を複数用いたが、
型が量産だ‘けではなく 、 境界線が直線に整うための造形
にも不可欠となるよう意識している。
器の中には水が入る空間があり、花器として使えるよ
う、中央の窪みには穴をあけ、側面には排水が出来るよ
う極小さな穴を空けた。繰り返す色とふんわりとした形
からニョキッと校が生えているような使用風景を思い描
いた。
4.おわ りに
作品を発表するための場として、名古屋市のノリタケ
の森ギャラリーにて2008年 1 0月 1 5 日 から 1 9 日まで 「三人
展 重なる色香一」と題したグループ展を開催し、イ ラ
スト、陶器のオブジェと共に展示を行っ た。
今後もデジタルと手仕事の双方をうまく使い分けるこ
とで、新しい表現を求めながらもあたたかみや豊かさを
追求していきたい。
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